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往復の等分割 

 

 太郎君は，ＡＢ間を何度も往復しながら，決まった距離を進むごとに杭を打ちます。ただし，一度杭を打

った場所に２本目の杭は打ちません。 

 

 

 

（１）ＡＢ間の距離が７２０ｍで，８０ｍごとに杭を打っていくと，杭は何本まで打つことができますか。 

 

（２）ＡＢ間の距離が７２０ｍで，   ｍごとに杭を打っていくと，杭は１０本まで打つことができま

す。   にあてはまる１４４０未満の数は何個ありますか。 

 

（３）ＡＢ間の距離が   ｍで，８０ｍごとに杭を打っていくと，杭は１０本まで打つことができます。 

     にあてはまる８０より大きい数は何個ありますか。 

 

（４）ＡＢ間の距離が ア ｍで， イ ｍごとに杭を打っていくと，杭は ウ 本まで打つことができ

ます。 

   イ にはＡＢ間の距離の２倍未満の数が入ります。 ア と イ にあてはまる数の組み合わせが

１００００通り以上となるとき， ウ にあてはまる最小の整数を答えなさい。 
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往復の等分割 （１）１０本 （２）２４ （３）２４ （４）４０ 

 

（１）ＡＢ間を一往復すると，７２０×２＝１４４０（ｍ）になるので，１４４０の整数倍の距離を進むと

Ａ地点に杭が打たれ，以降は杭の本数は増えないようになります。８０は１４４０の約数なので，一往

復するとＡ地点に杭が打たれます。それまでに，太郎君は８０ｍ進むことを１４４０÷８０＝１８（回）

繰り返します。太郎君はＢ地点にも杭を打つので，太郎君が８０m 進む地点は，図①のような１８か所

です。 

 

   図① 

 

 

 

   ２地点Ａ，Ｂを除く，間の地点は行きと帰りで重なるので，杭の本数は１＋８＋１＝１０（本）です。 

 

（２）杭を打つことを繰り返してＡ地点に杭を打って終わるまでの太郎君の進み方を，終わりから逆向きに

見ても，Ａ地点から   ｍずつ進むだけなので，もともとの動きと違いはありません。この対称性

により，杭を１０本打つような進み方は図①と図②の２パターンに分けられます。 

 

   図② 

 

 

 

   図①の場合，隣り合う●の間の道のりは８０ｍです。８０ｍずつ進めば●すべてに止まることができ

ますが，例えば８０×１７＝１３６０（ｍ）ずつ進んでもすべてに止まることができます。これは円周

上に等間隔に並ぶ１８個の点すべてに止まる進み方の問題と同値なので，１８と互いに素な個数である，

１個，５個，７個，１１個，１３個，１７個ずつ進む場合があてはまります。よって，６通りです。 

   図②の場合，１４４０÷１９＝
１４４０

１９
（ｍ）毎に点が打たれています。図①の場合と同様に，円

周上に等間隔に並ぶ１９個の点すべてに止まる進み方の問題と考えると，１９は素数なので， 

１個～１８個のすべてがあてはまります。 

 以上より，６＋１８＝２４（通り）です。 
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（３）杭を１０本打つのは，ＡＢ間の道のりが何ｍであろうと，図①と図②の２４通りです。 

図①の場合であればＡＢ間の距離の２倍の
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図②の場合であればＡＢ間の距離の２倍の
１

１９
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１９
倍ずつ進むので，８０ｍずつ進む場合のＡＢ間

の距離は，８０をこれらの割合で割った２４通りが考えられます。 

 

（４）（２）（３）から， ウ が定まった場合の ア と イ にあてはまる数の個数は等しいので， 

１００００＝１００×１００より， ア および イ が１００以上になる場合を考えます。 

   図①の１８分割と図②の１９分割のように，往復の距離の分割は連続する偶数と奇数による分割とな

り，進み方は偶数及び奇数を分母とする既約分数の個数だけ存在します。よって，分母が連続する偶数

と奇数で，既約分数の個数があわせて１００個以上になる分数の組を探せばよいことになります。分母

が偶数の分数の既約分数の個数は（分母÷２）以下なので，偶数分母の既約分数が３３個，奇数分母の

既約分数が６６個となる可能性のある
□

６６
と

□

６７
より後を考えます。 

  
□

６８
と

□

６９
…分母６９の既約分数は分子が３の倍数ではないものを考えただけでも４６個以下なので

条件を満たしません。 

  
□

７０
と

□

７１
…分母７０の既約分数は２４個，分母７１の既約分数は７０個で，条件を満たしません。 

  以降同様に探していくと… 

  
□

７８
と

□

７９
…分母７８の既約分数は２４個，分母７９の既約分数は７８個で，条件を満たします。 

  往復の距離の７８分割および７９分割になるのは， 

（７８－２）÷２＋２＝（７９－１）÷２＋１＝４０より，杭を４０本打てる場合です。 
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